
　おぐろ・かず
まさ　 年生ま
れ。一橋大博士
（経済学）。専
門はマクロ経済
学、公共経済学

　すがはら・た
くま　 年生ま
れ。学習院大博
士（経済学）。
専門は医療経済
学、社会政策

小黒一正
法政大学教授

菅原琢磨
法政大学教授

主
要
国
の
中
で
日
本
の
医
薬
品
市
場
の
み
停
滞

自
律
成
長
を
抑
制
す
る
薬
価
引
き
下
げ
に
課
題

国
民
皆
保
険
を
前
提
に
し
た
成
長
戦
略
を
探
れ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
は
、
国
の
医

療
行
政
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
さ
せ
た
。
有
効
な
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬
が
遅
滞
な
く
開
発
、

導
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
民
の

厚
生
向
上
の
た
め
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
。
筆
者
ら
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
新
時
代

戦
略
研
究
所
）
は
、
こ
う
し
た

問
題
意
識
の
も
と
で
医
薬
品
市

場
と
薬
価
制
度
の
現
状
と
課
題

を
整
理
し
、
新
た
な
薬
価
制
度

の
枠
組
み
を
検
討
し
た
。

　
わ
が
国
の
医
薬
品
市
場
の
成

長
は
急
速
に
鈍
化
し
、
状
況
に

よ
っ
て
は
縮
小
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
Ｉ
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン

の
予
測
で
は
、

〜

年
度
ま

で
の
医
薬
品
市
場
の
伸
び
率
は

マ
イ
ナ
ス
０
・
８
〜
０
・
２
％

だ
。
海
外
を
み
る
と
、

〜

年
度
の
予
測
数
値
で
中
国
や
韓

国
は
４
〜
７
％
台
、
米
国
は
２

〜
５
％
台
、
ド
イ
ツ
は
３
〜
６

％
台
の
伸
び
率
で
あ
る
。

　
こ
の
内
外
格
差
の
主
た
る
理

由
は
、
市
場
の
自
律
的
成
長
を

上
回
る
薬
価
引
き
下
げ
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
生
産
年
齢
人
口

の
急
減
を
考
え
れ
ば
、
近
年
の

引
き
下
げ
に
は
一
定
の
理
が
あ

る
も
の
の
、
製
薬
企
業
か
ら
み

た
市
場
の
魅
力
の
低
下
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
の

停
滞
、
新
薬
導
入
の
遅
滞
は
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
薬
価
制
度
を
社
会

保
障
分
野
に
お
け
る
産
業
政
策

と
財
政
政
策
（
保
険
財
政
）
と

を
つ
な
ぐ
「
紐
帯
」
と
位
置
づ

け
よ
う
。
国
民
皆
保
険
を
維
持

し
、
人
口
減
少
の
な
か
で
も
市

場
の
成
長
を
確
保
し
な
が
ら
、

薬
剤
費
適
正
化
に
よ
り
財
政
的

な
整
合
性
も
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
る

べ
き
薬
価
制
度
の
柱
と
し
て
、

３
つ
の
改
革
案
を
提
示
す
る
。

　
ま
ず
必
要
な
の
は
、
薬
価
収

載
時
に
お
け
る
「
新
薬
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
を
適
切
に

反
映
す
る
薬
価
算
定
方
式
の
導

入
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
薬
の

算
定
方
法
と
し
て
主
要
国
で
日

本
の
み
が
採
用
し
て
い
る
原
価

計
算
方
式
の
課
題
解
消
が
狙
い

だ
。
製
造
原
価
に
経
費
や
利
益

を
乗
せ
た
額
を
ベ
ー
ス
に
す
る

手
法
だ
が
、
医
薬
品
開
発
の
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
が

進
ん
だ
い
ま
は
、
原
価
の
把
握

自
体
が
難
し
い
。
創
薬
の
膨
大

な
開
発
リ
ス
ク
の
反
映
は
さ
ら

に
困
難
だ
。

　
ま
ず
は
、
製
薬
企
業
が
海
外

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
評
価
を
重
視

し
た
妥
当
性
の
高
い
方
法
、
デ

ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
と
す

る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
立
証
責

任
を
負
い
な
が
ら
当
局
と
交
渉

す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
次
は
、
薬
価
改
定
時
に
お
け

る
「
市
場
拡
大
再
算
定
の
原
則

廃
止
」
（
効
能
変
化
再
算
定
な

ど
は
維
持
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

医
薬
品
の
年
間
販
売
額
が
予
想

を
超
え
た
場
合
な
ど
に
、
薬
価

を
引
き
下
げ
る
仕
組
み
だ
。
こ

の
制
度
は
保
険
財
政
の
維
持
手

段
と
し
て
は
有
効
だ
が
、
特
許

期
間
中
の
有
力
な
新
薬
で
あ
っ

て
も
、
売
れ
過
ぎ
た
と
い
う
だ

け
で
価
格
を
強
制
的
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
結
果
、
優

秀
な
企
業
の
収
益
確
保
の
機
会

を
奪
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
企

業
か
ら
す
れ
ば
、
先
進
的
な
新

薬
の
導
入
を
た
め
ら
わ
せ
る
要

因
と
も
な
り
う
る
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
変
更
は
企
業

側
に
有
利
で
あ
り
、
全
体
と
し

て
薬
剤
費
の
増
大
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
く
な
る
の
で
は
、
と

の
懸
念
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
マ
ク
ロ
的
な
経
済
成
長
率

に
見
合
っ
た
薬
剤
費
成
長
の
総

額
を
事
前
に
定
め
て
お
き
、
そ

の
枠
内
で
新
薬
の
価
値
評
価
と

投
資
回
収
に
つ
い
て
の
資
源
配

分
を
行
う
、
新
た
な
枠
組
み
が

重
要
と
な
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
考
え
た
枠
組
み

で
は
、
予
想
を
上
回
る
市
場
性

の
あ
る
新
薬
が
登
場
し
た
場

合
、
現
状
の
よ
う
に
そ
の
新
薬

の
価
格
引
き
下
げ
を
優
先
す
る

こ
と
は
し
な
い
。
代
わ
り
に
特

許
期
間
の
切
れ
た
長
期
収
載
品

や
後
発
品
な
ど
を
中
心
に
、
広

く
薄
く
薬
剤
費
を
調
整
す
る
こ

と
と
す
る
。
こ
の
「
総
薬
剤
費

成
長
率
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の

導
入
を
提
案
し
た
い
。

　
薬
剤
費
を
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
伸
び
率
に
沿
っ
て
伸
ば

し
な
が
ら
、
あ
る
年
に
画
期
的

な
新
薬
の
登
場
な
ど
の
特
殊
要

因
で
薬
剤
費
成
長
率
が
こ
の
水

準
を
上
回
っ
た
場
合
に
限
り
、

調
整
措
置
に
よ
っ
て
総
薬
剤
費

を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
の
範
囲
内
に

収
め
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
毎
年
の
薬
剤
費
の
総
額
は
、

内
閣
府
の
試
算
な
ど
の
国
の
中

長
期
的
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
予
測

（
平
均
値
）に
沿
っ
て
定
め
る
。

現
時
点
で
、
国
で
は

年
度
ご

ろ
ま
で
、
低
い
ほ
う
の
数
値
で

も
１
％
程
度
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸

び
率
を
予
測
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
先
述
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
市

場
予
測
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
数

字
だ
。
日
本
の
医
薬
品
市
場
の

魅
力
を
、
少
な
く
と
も
現
状
よ

り
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

　
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
１
％
伸
長
す

れ
ば
、
税
収
や
社
会
保
険
料
収

入
も
ほ
ぼ
１
％
伸
び
る
。
薬
剤

費
総
額
が
中
長
期
的
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ

伸
び
率
に
沿
っ
て
伸
び
る
な

ら
、
国
民
負
担
の
追
加
は
発
生

せ
ず
、
医
療
保
険
財
政
の
持
続

性
も
担
保
さ
れ
る
わ
け
だ
。
こ

れ
に
は
物
価
上
昇
が
折
り
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
薬
価
制

度
で
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
材

料
価
格
の
高
騰
な
ど
が
反
映
で

き
る
の
も
利
点
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
予
測
に
基
づ

く
事
前
合
意
で
定
め
た
薬
剤
費

成
長
率
（
Ｚ
％
）
に
よ
り
、
薬

剤
費
の
総
枠
を
設
定
す
る
。
薬

剤
費
は
「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
新

薬
群
（
①
）
」
「
成
熟
製
品
群

（
②
）」「
基
礎
的
医
薬
品（
③
）」

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ

れ
る
。
通
常
の
、
定
例
の
薬
価

改
定
は
従
来
通
り
①
②
③
の
す

べ
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
行

い
、
「
改
定
後
薬
価

市
場
実

勢
価
＋
改
定
前
薬
価
×
調
整

幅
」
と
す
る
。

　
画
期
的
な
新
薬
が
上
市
さ

れ
、
薬
剤
費
の
伸
び
が
既
定
の

薬
剤
費
成
長
率
（
Ｚ
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
た
と
し
よ
う
。
こ

の
場
合
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

①
で
は
な
く
、
成
熟
し
た
②
の

薬
価
を
調
整
し
て
、
総
枠
に
合

わ
せ
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
こ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
相
対
的
に
新

規
性
が
低
い
製
品
群
の
み
が
対

象
で
あ
り
、
成
長
に
資
す
る
①

や
③
に
は
適
用
し
な
い
。
そ
し

て
削
減
率
は
総
枠
に
合
わ
せ
た

ス
ラ
イ
ド
調
整
率
を
設
け
る
。

　
こ
れ
は
成
熟
製
品
群
に
対
し

「
調
整
後
薬
価

市
場
実
勢
価

＋
改
定
前
薬
価
×
ス
ラ
イ
ド
調

整
率
」
と
し
て
、
成
長
上
限
に

見
合
っ
た
新
た
な
調
整
方
式
を

導
入
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
お
、
総
薬
剤
費
が
上
限
成
長

率
以
下
の
場
合
、
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
は
実
施

せ
ず
、
上
限
成
長
率
に
従
っ
て

総
薬
剤
費
を
伸
ば
す
。

　
以
上
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
が
Ｉ
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ａ
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
、

年
度
の
ケ
ー

ス
で
総
薬
剤
費
成
長
率
調
整
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
適
用
さ
れ
た
場
合

の
分
析
を
行
っ
た
の
が
、
掲
載

図
表
で
あ
る
。

　
試
算
で
は
、
仮
に
超
大
型
医

薬
品
の
追
加
的
な
販
売
に
よ

り
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
新
薬
群

が
４
千
億
円
増
加
し
た
と
し
て

も
、
医
薬
品
市
場
全
体
の
平
均

薬
価
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
４

％
、
成
熟
製
品
群
の
平
均
薬
価

改
定
率
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ス

６
・
３
％
に
と
ど
ま
る
。
現
状

の
毎
年
の
薬
価
改
定
よ
り
も
緩

和
さ
れ
た
改
定
に
な
る
。

　
こ
の
最
大
の
理
由
は
、
総
薬

剤
費
成
長
率
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
、
将
来
の
保
険
財
政
に
及
ぼ

す
財
政
的
不
確
実
性
を
排
除
す

る
効
果
が
あ
る
一
方
、
薬
剤
費

の
総
額
を
中
長
期
的
な
潜
在
Ｇ

Ｄ
Ｐ
伸
び
率
に
沿
っ
て
伸
ば
す

効
果
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
が
提
言
の
概
要
だ
が
、

こ
の
案
は
議
論
の
た
た
き
台
で

あ
る
。
岸
田
文
雄
首
相
が
示
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
重
視
と
皆

保
険
制
度
の
持
続
性
確
保
と
い

う
薬
価
制
度
改
革
の
基
本
姿
勢

を
尊
重
し
つ
つ
、
今
後
、
本
提

言
を
含
む
活
発
な
議
論
の
展
開

が
期
待
さ
れ
る
。

創薬への意欲失わせるな
薬価制度からみる医療行政　㊤


